●やまぐちの生き物について調べてみよう
１　まわりの大人たちが子どものころに、街や森でどんな生き物（動物、植物、魚、昆虫など）をよく見たか、また年代を聞いてみましょう。
　・(例)トンボ（昭和６０年頃）
　・
　・
　・
　・
　・

２　皆さんが、通学の途中や遊んでいる時によく見かける生き物を、書き出してみましょう。
　・

　・

　・

　・

　・
３　１と２で書き出した生き物を、年表に書き込んでみましょう。
４　年表を見て、山口に住む生き物が変わってきた理由を考えてみよう。

　・
　・

　・
▼学習の進め方

	児童・生徒の流れ
	先生の手順、サポート等

	１　事前課題
	◆事前に、周りの大人たちが子どものころに、街や森で見かけていた生き物とその年代を聞いておく。
　・大人：家族（父母、祖父母）、先生、近所のおじさん等
　・年代はできるだけ詳しく聞く。（昭和○○年ころ等）

	２　子ども達が見かける生き物について書き出す。
	◆子どもたちが普段の生活で見かける生き物について書き出してみる。
　・通学や遊ぶ中で見かける生き物について、５つくらい書き出す。

	３　グループで、年表を作成する。
	◆グループごとに、１・２で書き出した生き物を年表に書き込む。
　・グループごとに年表（模造紙）を準備する。
　・年表は、できるだけ大きい模造紙に、年だけ記入し、あとは白紙にしておく。

	４　生き物の変化について考える。
	◆年表を見て、山口に住む生き物がどのように変化しているか考えてみる。
　・グループごとに話してみる。

	５　生き物の変化した理由について考える。
	◆山口に住む生き物が変わってきた理由について考えてみる。
　・グループごとに話し合い、その理由を書き出してみる。

	６　発表する。
	◆生き物が変わってきた理由を発表する。


▼基本的事項

	ねらい
	山口住む生き物が変わってきている原因を考えることで、環境を守っていく大切さに気付く

	対象
	小学校６年生

	所要時間
	４５分

	学習形態
	個人⇒グループ

	手法
	調べ学習

	準備するもの
	課題シート、年表（できるだけ大きい模造紙に年代のみ記入する）、ペン


　地球上には分かっているものだけでも175万種類の生きものがいます。これらの生き物は、山、森、川、海などのいろいろな場所で暮らしています。このようにいろいろな生きものがいたり、生きものが暮らす自然がたくさんあることを、生物多様性といいます。





○生物多様性を守るためには？


・自然について語ろう！


　　家族と友達と自然のめぐみや大切さについて話そう


・自然のままが一番！


　　めずらしい野草をとったり傷つけたりしない


・飼うならきちんと！


　　外国の生きものを飼うときは最後まで面倒をみて野外


に逃がさない


・ゴミは捨てないで！


　　出かけたときは、ゴミを持ち帰ろう


・自然の中で遊ぼう！


　　近くの山や川、海に出かけよう





参考：環境省　こども環境白書








